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一般会計 担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画
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総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

教育を支える学習環境を整備する

2

平成１７年度

教育文化

10

～

教育総務課

施設係

22

平成３０年度以降

学校教育

◆２４年度実施内容

平成24年度においては、センターサーバ、コンピュータ等のリースを行うとともに、ネットワー

ク及びコンピュータのサポートを委託し、安定的な教育ネットワークの運営・管理を行った。

また、図書館から新庁舎にサーバの移動を行った。

◆２４年度直接経費の内訳

  電子計算機借上料            　12,146,400円

  コンピュータサポート委託料　3,313,800円

  その他　                                9,142,035円

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

　教育委員会にセンターサーバーを備え、市内小中学校２５校と３給食センターを光回線で

結びネットワークを構築したので、ネットワーク内での情報共有や高速通信など事務の電子

化を推進し、外部からの不正アクセスや攻撃から守る。
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  その他　                                9,142,035円

○平成25年度においては、情報漏えい対策機器の入れ替え、事務局の機器の補充を行う。

◆２５年度直接経費の内訳

  電子計算機借上料            　15,200,000円

  コンピュータサポート委託料　3,400,000円

  その他　                               　2,268,000円
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事業実施におけ

る課題

・情報漏えい対策機器は、教職員の人数に対して機器が不足しているため、追加整

備する必要がある。

・ネットワークの更なる環境整備が必要である。
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センターサーバー

成果指標名

教育ネットワークを結ん

でいる施設

活動指標名

事務局内のＰＣの整備

（リース）台数

H22

16

16

教育委員会事務局と小・中学校25校、3給食センターをネットワーク化しているが、

ネットワーク内での情報共有や事務の電子利用ができなくなるため、紙媒体による文

事業を縮小・

式

施設

29

事業番号

H23

事業の

達成状況

サーバを図書館から情報システム課の管理するサーバ室に移設したことにより、より

安全性・安定性の向上が図られた。
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事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）
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２６年度以降

の改善案

ネットワークの環境整備には、小中学校含め多額の費用がかかるため、機器の更新

時期に合わせ、現場の状況についてより把握している教職員をメンバーに含めたコン

ピュータ整備検討委員会を開き、整備の内容、情報漏えい対策や機器の性能につい

て検証・検討して見直しを図る。

結結結結

果果果果

良好で円滑な事務ができる環境を提供するために市が行っていく必要な事業である。判定理由

判　定　理　由

維　持

事務局の機器の補充と情報漏えい対策機器の入れ替えを行うことにより、事務が円

滑にできることと、情報のセキュリティがより確保される。

維　持

ネットワーク内での情報共有や事務の電子利用ができなくなるため、紙媒体による文

書事務等に時間がかかる。加えて、外部からの不正アクセスや攻撃を受ける可能性

が高まる。

事業を縮小・

廃止したときの

影響
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次次次次

評評評評

価価価価

外部評価において、教育ネットワーク自体の必要性については認められたが、教育委員会

のみで独立したシステムであることに対して、庁内システムと統合することによる経費削減

の可能性について指摘を受けた。そのため、２つのシステムの統合について検証を行った

が、統合によって経費が削減できる類似機能が少なく、また、統合することによる経費や仕

様を合わせることにより、どちらかが使いにくいシステムになることなどデメリットが大きいこ

とから、現行体制を維持することが望ましいと判断する。

なお、小中学校に配備しているパソコン等を含め、機器の更新の際には、機器の性能向上

とともに経費の削減に留意していく必要がある。

方向性の判定

方向性の判定


